
別
表
第
四
清
水
税
関
支
署
御
前
崎
出
張
所
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

清
水
税
関
支
署
静
岡
空
港
出
張
所

牧
之
原
市

別
表
第
四
名
古
屋
税
関
金
城
埠
頭
出
張
所
の
項
を
削
る
。

別
表
第
五
横
浜
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

東
京

新
潟
税
関
支
署
佐
渡
監
視
署

佐
渡
市

別
表
第
九
高
崎
の
項
中「（
藤
岡
税
務
署
管
内
の
地
域
を
除
く
。）」
を
削
る
。

別
表
第
九
藤
岡
の
項
管
轄
区
域
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

藤
岡
市

多
野
郡

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
及
び
第
十
五
条
の
改
正
規
定
は
同
月

十
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成™˜年�月š—日 火曜日 (号外第˜šŸ号)官 報

第
三
百
二
十
三
条
第
一
項
中
「
二
十
四
人
」
を
「
二
十
二
人
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
百
九
条
及
び
第
三

百
十
条
」
を
「
第
三
百
八
条
及
び
第
三
百
九
条
」
に
改
め
る
。

第
三
百
二
十
四
条
第
三
項
の
表
東
京
税
関
の
項
中
「
三
十
三
人
」
を
「
三
十
九
人
」
に
改
め
、
同
表
横
浜
税
関
の
項

中
「
十
七
人
」
を
「
十
九
人
」
に
改
め
、
同
表
名
古
屋
税
関
の
項
中
「
十
人
」
を
「
十
三
人
」
に
改
め
、
同
表
大
阪
税

関
の
項
中
「
十
五
人
」
を
「
十
七
人
」
に
改
め
、
同
表
神
戸
税
関
の
項
中
「
十
二
人
」
を
「
十
四
人
」
に
、「
五
人
」
を

「
六
人
」
に
改
め
、
同
表
門
司
税
関
の
項
統
括
調
査
官
の
欄
中
「
三
人
」
を
「
四
人
」
に
改
め
、同
表
合
計
の
項
中「
九

十
五
人
」
を
「
百
十
一
人
」
に
、「
四
十
人
」
を
「
四
十
一
人
」
に
改
め
る
。

第
三
百
三
十
一
条
第
一
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
に

第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

輸
出
さ
れ
た
貨
物
に
関
す
る
調
査
及
び
検
査
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
百
三
十
一
条
第
二
項
中
「
第
三
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
三
百
三
十
二
条
中
「
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
五
号
」
を
「
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
三
百
三
十
九
条
第
一
項
中
「
九
人
」
を
「
八
人
」
に
改
め
、「
、
神
戸
税
関
の
調
査
部
に
、
シ
ス
テ
ム
企
画
調
整
官

二
人
以
内
を
」
を
削
り
、「
大
阪
税
関
」
の
下
に
「
、
神
戸
税
関
」
を
加
え
る
。

第
三
百
四
十
条
第
一
項
中
「
五
百
十
五
人
」
を
「
五
百
六
十
八
人
」
に
改
め
る
。

第
三
百
四
十
一
条
第
一
項
中
「
百
八
十
二
人
」
を
「
百
八
十
四
人
」
に
改
め
る
。

第
三
百
四
十
三
条
第
八
項
中
「
四
人
を
」
の
下
に
「
、
名
古
屋
税
関
中
部
空
港
税
関
支
署
に
、
次
長
三
人
を
」
を
加

え
、「
名
古
屋
税
関
清
水
税
関
支
署
、
名
古
屋
税
関
中
部
空
港
税
関
支
署
」
を
「
名
古
屋
税
関
清
水
税
関
支
署
」
に
改
め

る
。第

三
百
四
十
五
条
第
二
項
中
「
、
通
関
業
監
督
官
一
人
」
を
削
り
、「
二
人
」
の
下
に
、「
、
通
関
業
監
督
官
一
人
」
を

加
え
る
。

第
三
百
五
十
五
条
を
削
る
。

第
三
百
五
十
六
条
第
一
項
第
八
号
中
「
第
三
百
五
十
八
条
」
を
「
第
三
百
五
十
七
条
」
に
改
め
、
同
項
第
十
二
号
中

「
第
三
百
五
十
七
条
」
を
「
第
三
百
五
十
六
条
」
に
、「
第
三
百
五
十
八
条
第
一
項
第
二
十
六
号
」
を
「
第
三
百
五
十
七

条
第
一
項
第
二
十
五
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
百
五
十
五
条
と
す
る
。

第
三
百
五
十
七
条
を
第
三
百
五
十
六
条
と
す
る
。

第
三
百
五
十
八
条
第
一
項
中
第
二
十
四
号
を
削
り
、
第
二
十
五
号
を
第
二
十
四
号
と
し
、
第
二
十
六
号
を
第
二
十
五

号
と
す
る
。

第
三
百
五
十
八
条
第
三
項
中
「
第
二
十
六
号
」
を
「
第
二
十
五
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
百
五
十
七
条
と
す
る
。

第
三
百
五
十
九
条
を
第
三
百
五
十
八
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
通
関
業
監
督
官
の
職
務
）

第
三
百
五
十
九
条

通
関
業
監
督
官
は
、
第
三
百
十
条
に
規
定
す
る
事
務
及
び
転
職
等
給
付
金
に
関
す
る
事
務
（
会
計

課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
つ
か
さ
ど
る
。

第
三
百
六
十
条
第
一
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
に
第

一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

輸
出
さ
れ
た
貨
物
に
関
す
る
調
査
及
び
検
査
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
百
六
十
条
第
二
項
中
「
第
三
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
三
百
七
十
五
条
第
一
項
中
「
二
十
六
人
」
を
「
二
十
三
人
」
に
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
百
五
十
六
条
」
を
「
第

三
百
五
十
五
条
」
に
改
め
る
。

第
三
百
七
十
六
条
第
一
項
中
「
十
人
」
を
「
九
人
」
に
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
百
五
十
八
条
第
一
項
各
号
及
び
第

三
百
五
十
九
条
」
を
「
第
三
百
五
十
七
条
第
一
項
各
号
及
び
第
三
百
五
十
八
条
」
に
改
め
る
。

第
三
百
七
十
七
条
第
二
項
中
「
第
三
百
五
十
八
条
第
一
項
第
二
十
四
号
」
を
「
第
三
百
五
十
七
条
第
一
項
第
二
十
三

号
」
に
改
め
る
。

第
三
百
七
十
八
条
第
一
項
中
「
十
一
人
」
を
「
十
人
」
に
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
百
五
十
五
条
、
第
三
百
五
十
七

条
第
一
項
各
号
」
を
「
第
三
百
五
十
六
条
第
一
項
各
号
、
第
三
百
五
十
九
条
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
九
項
中
「
第
三
百
五
十
七
条
」
を
「
第
三
百
五
十
六
条
」
に
改
め
る
。

〇
農
林
水
産
省
令
第
四
十
一
号

米
穀
の
新
用
途
へ
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
及
び
第
五

項
、
第
四
条
第
一
項
、
第
二
項
第
三
号
及
び
第
八
号
、
第
五
条
第
一
項
、
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
第
一
項
並
び
に
第

十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
及
び
米
穀
の
新
用
途
へ
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十

一
年
政
令
第
百
七
十
三
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
米
穀
の
新
用
途
へ
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
六
月
三
十
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

米
穀
の
新
用
途
へ
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
新
用
途
米
穀
加
工
品
の
範
囲
）

第
一
条

米
穀
の
新
用
途
へ
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
の
農
林
水
産
省

令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

米
穀
以
外
の
穀
物
の
加
工
品
に
代
替
し
て
用
い
ら
れ
る
米
穀
粉

二

米
穀
が
そ
の
原
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
飼
料

（
特
定
畜
産
物
等
の
範
囲
）

第
二
条

法
第
二
条
第
五
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

新
用
途
米
穀
加
工
品
で
あ
る
飼
料
を
十
日
以
上
継
続
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
畜
産
物

二

前
号
に
掲
げ
る
畜
産
物
を
原
材
料
と
し
て
製
造
さ
れ
、
又
は
加
工
さ
れ
た
食
品
で
あ
っ
て
、
当
該
食
品
に
占
め

る
そ
の
原
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
畜
産
物
の
重
量
の
割
合
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
も
の
の
う
ち
、
当
該
畜

産
物
に
占
め
る
前
号
に
掲
げ
る
畜
産
物
の
重
量
の
割
合
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
も
の

（
生
産
製
造
連
携
事
業
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
三
条

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
生
産
製
造
連
携
事
業
計
画
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式

第
一
号
に
よ
る
申
請
書
を
農
林
水
産
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
定
款
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
面

二

当
該
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
住
民
票
の
写
し
（
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
外

国
人
登
録
証
明
書
の
写
し
）

三

当
該
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
最
近
二
期
間
の
事
業
報
告
書
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
（
こ
れ
ら
の

書
類
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
最
近
一
年
間
の
事
業
内
容
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
）

四

生
産
製
造
連
携
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
の
規
模
及
び
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
図
面

五

新
用
途
米
穀
に
係
る
売
買
契
約
書
の
写
し

˜˜
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